
 

令和８年度動物用医薬品関係文献調査請負業務仕様書 

 

１．件  名 

令和８年度動物用医薬品関係文献調査請負業務 

 

２．履行期間 

    契約締結日から令和９年３月 25 日まで 

 

３．履行場所 

   農林水産省動物医薬品検査所（以下、｢当所｣という。）。ただし、本業務

の実施場所は受託者の事業所等とし、必要に応じて当所と協議を行うこと。 

 

４．業務の内容 

（１）調査対象文献データベース 

調査対象文献データベースは MEDLINE を対象とする。検索ツールは

PubMed 又はそれと同等以上の検索機能を有するものを使用すること。 

 

（２）調査対象成分 

別添１に示す動物用医薬品成分 44 成分とする。 

 

（３）調査（検索）対象期間 

    平成 27 年（2015 年）1 月 1 日から平成 30 年（2018 年）9 月 30 日までに   

公表された文献を対象とする。 

 

（４）作業内容 

ア 文献検索 

受託者は、別添１に示す成分毎のキーワード及び当所が提示する製剤

の有効性・安全性等に関するキーワードを用いて、MEDLINE を検索し、該

当した文献の表題を整理する。 

検索結果が多数となる場合は、当所と協議の上、当所が提示する追加

キーワードによる絞り込みを実施すること。原則として１成分当たり 50

件程度を上限の目安とする。 

 

  イ 表題選択 

検索により抽出された文献について、タイトル及び書誌情報に基づき

以下の区分に分類する。なお、分類にあたっては、当所が提示する動物

用医薬品データベースの情報を踏まえるものとする。 

 

a  動物用医薬品の品質、有効性又は安全性に関係すると考えられる文献 

b  動物用医薬品の品質、有効性又は安全性に関係するか不明である文献 

c  動物用医薬品の品質、有効性又は安全性に明らかに関係しないと考え

られる文献 



 

受託者は別添２を参照の上、文献リストに判定 c と判断した根拠を記

録するとともに、各区分の件数を集計すること。 

 

ウ 要旨査読及び分類 

上記イにおいて a 又は b と判定した文献について、要旨を査読し、以

下の区分に分類する。 

 

A 動物用医薬品の品質、有効性又は安全性に疑義を生じる可能性がある    

文献 

B 動物用医薬品の品質、有効性又は安全性に疑義を生じる可能性がある  

か判断不能な文献 

C 動物用医薬品の品質、有効性又は安全性に疑義を生じる可能性がない 

文献 

受託者はすべての文献について判定の判断根拠を文献リストに記録

し、区分別件数を集計すること。分類にあたっては、当所が提示する動

物用医薬品データベースの情報を踏まえるものとする。なお、Pubmed 上

で要旨が確認できない場合において、当所から文献等が提供された場合

は、それらを用いて評価を行うこと。 

 

（参考） 

委託年度 成分数 全検索文献数 要旨査読数 

令和５年度 46 約 1000 約 600 

令和６年度 76 約 1600 約 1000 

令和７年度 30 約 630 約 225 

   

エ 品質管理 

調査結果の品質確保のため、以下を実施すること。 

① 文献判定は、医師、薬剤師、獣医師又は医学・薬学・獣医学課程修了

者が行うこと。 

② 判定基準に疑義が生じた場合は、速やかに当所と協議すること。 

 

５．成果物の作成 

受託者は、調査結果を以下の成果物として取りまとめること。 

（１）検索式一覧（別添２の記載例を参照すること） 

   各成分について、以下の事項を記載した一覧表を作成すること。 

①成分名 

②使用した検索式 

③検索結果件数 

 

（２）集計表（別添２の記載例を参照すること） 

   各成分について、以下の項目を集計した一覧表を作成すること。   

 



 

①成分名 

②a,b 及び c の件数 

③A,B 及び C の件数 

④全成分の②及び③の合計件数 

 

（３）文献リスト（別添２の記載例を参照すること） 

各成分について、検索結果として抽出した文献について、以下の事項を 

記載した文献リストを作成すること。 

① 成分名 

② PMID 

③ 書誌情報    

④ 表題選択判定（a,b 又は c） 

⑤ c 判定の理由（c 判定の場合に限る） 

⑥ 要旨分類判定（A,B 又は C） 

⑦ 要旨分類判定理由 

 

（４）A 及び B 判定文献要旨一覧 

  A 判定及び B 判定の文献について以下を整理すること。 

① 成分名 

② 文献タイトル 

③ 著者名 

④ 書誌情報 

⑤ 要旨 

    

６．成果物の提出方法 

（１）Ｅｘｃｅｌファイル 

５．成果物のうち（１）検索式一覧、（２）集計表及び（３）文献リス 

トについてはＥｘｃｅｌファイルにて納品すること。 

 

（２）ＰＤＦファイル 

５．成果物のうち（４）についてはＰＤＦファイルにて納品すること。 

   

７． 調査結果の報告 

（１）中途報告 

概ね 22 成分分の調査結果について、当所が別途指定し通知する日まで 

に電子ファイルで提出すること。提出時期の目安は契約開始後約 2.5 ヶ月   

ごととする。 

 

（２）最終報告 

全 44 成分分の成果物を提出すること。提出期限は、令和９年３月 25 日 

とする。なお、提出方法は電子メール又は当所が指定するファイル転送シ 

ステムによるものとする。 

 



 

 

８．重大情報の報告 

調査期間中に動物用医薬品に関する重大な危害情報を発見した場合

は、受託者は速やかに当所へ報告すること。原則として発見から遅滞な

く報告すること。   

 

９．その他 

（１）本仕様書に記載のない事項又は疑義が生じた場合は、当所と協議の上、そ 

の指示に従うこと。 

 

（２）本業務により作成された成果物及び関連データに係る著作権（著作権法第 

27 条及び第 28 条に規定する権利を含む。）は当所に帰するものとする。 

 

（３）受託者は、本業務により知り得た情報を第三者に漏らしてはならない。 

 

（４）本業務終了後も前項の義務を負うものとする。 

 

１０．環境関係法令の遵守 

受注者は、本業務の実施に当たり、関係する環境関係法令を遵守する 

ものとする。 

（１）エネルギーの節減 

エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関 

する法律（昭和 54 年法律第 49 号） 

 

（２）廃棄物の発生抑制、適正な循環的な利用及び適正な処分 

国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（平成 12 年法律 

第 10 号） 

 

（３）環境関係法令の遵守等 

地球温暖化対策の推進に関する法律（平成 10 年法律第 117 号） 

国等における温室効果ガス等の排出の削減に考慮した契約の推進に 

関する法律（平成 19 年法律第 56 号） 

 

１１．環境関係法令の遵守以外の事項 

受注者は、本業務の実施に当たり、新たな環境負荷を与えることに 

ならないよう、事業の最終報告時に様式を用いて、以下の取組に努め 

たことを別添の「みどりチェック実施状況報告書」として提出するこ 

と。なお、全ての事項について「実施した／努めた」又は「左記非該 

当」のどちらかにチェックを入れるとともに、ア～エの各項目につい 

て、一つ以上「実施した／努めた」にチェックを入れること。 

（１）環境負荷低減に配慮したものを調達するように努める。 

 

（２）エネルギーの削減の観点から、オフィスや車両・機械などの電気、燃   



 

料の使用状況の記録・保存や、不必要・非効率なエネルギー消費を行わな 

い取組（照明、空調のこまめな管理や、ウォームビズ・クールビズの励行、 

燃費効率の良い機械の利用等）の実施に努める。 

 

（３）廃棄物の発生抑制、適正な循環的な利用及び適正な処分に努める。 

 

（４）みどりの食料システム戦略の理解に努めるとともに、機械等を扱う場 

合は、機械の適切な整備及び管理並びに作業安全に努める。 

  



 

別添１ 

 

 

 



 

別添２ 

 

 

 

 



 

別添 

様式    

   

みどりチェック実施状況報告書 

   

事業名       

事業者名       

担当者・連絡先       

   

以下のア～カの取組について、実施状況を報告します。    

   

ア 環境負荷低減に配慮したものを調達するよう努める。    

 具体的な事項    実施した 

/努めた 

左記 

非該当   

・対象となる物品の輸送に当たり、燃料消費を少なくする 

よう検討する（もしくはそのような工夫を行っている配送 

業者と連携する）。    

 

☐ 

 

☐ 

・対象となる物品の輸送に当たり、燃費効率の向上や温室 

効果ガスの過度な排出を防ぐ観点から、輸送車両の保守点 

検を適切に実施している。    

 

☐ 

 

☐ 

・農林水産物や加工食品を使用する場合には、農薬等を適 

正に使用して（農薬の使用基準等を遵守して）作られたも 

のを調達することに努めている。    

 

☐ 

 

☐ 

・事務用品を使用する場合には、詰め替えや再利用可能な 

ものを調達することに努めている。    

 

☐ 

 

☐ 

・その他

（                       ）

   

      

・上記で「実施した／努めた」に一つもチェックが入らず（全て「左記非該

当」）、その他の取組も行っていない場合は、その理由 

（                              ）

   

   

 

   

  

  

  

 

  



 

 イ エネルギーの削減の観点から、オフィスや車両・機械などの電気、燃料 

の使用状況の記録・保存や、不必要・非効率なエネルギー消費を行わな 

い取組（照明、空調のこまめな管理や、ウォームビズ・クールビズの励行、 

燃費効率の良い機械の利用等）の実施に努める。    

 具体的な事項    実施した 

／努めた   

左記 

非該当   

・事業実施時に消費する電気・ガス・ガソリン等のエネルギー 

について、帳簿への記載や伝票の保存等により、使用量・使用 

料金の記録に努めている。    

 

☐ 

  

 

☐ 

・事業実施時に使用するオフィスや車両・機械等について、不 

要な照明の消灯やエンジン停止に努めている。    

 

☐ 

 

☐ 

・事業実施時に使用するオフィスや車両・機械等について、基 

準となる室温を決めたり、必要以上の冷暖房、保温を行わな 

い等、適切な温度管理に努めている。    

 

☐ 

 

☐ 

・夏期のクールビズや冬期のウォームビズの実施に努めている。 

 

   

 

☐ 

 

☐ 

・その他

（                       ）    

      

・上記で「実施した／努めた」に一つもチェックが入らず（全て「左記非該

当」）、その他の取組も行っていない場合は、その理由 

（                              ）

   

 

ウ 廃棄物の発生抑制、適正な循環的な利用及び適正な処分に努める。    

 具体的な事項    実施した 

／努めた   

左記 

非該当   

・事業実施時に使用する資材について、プラスチック資材か 

ら紙などの環境負荷が少ない資材に変更することを検討する。

   

 

☐ 

 

☐ 

・資源のリサイクルに努めている（リサイクル事業者に委託 

することも可）。    

 

☐ 

 

☐ 

・事業実施時に使用するプラスチック資材を処分する場合 

に法令に従って適切に実施している。    

 

☐ 

 

☐ 

・その他

（                       ）   

      

・上記で「実施した／努めた」に一つもチェックが入らず（全て「左記非該

当」）、その他の取組も行っていない場合は、その理由 

（                              ）

   



 

   

エ みどりの食料システム戦略の理解に努めるとともに、機械等を扱う場合 

は、機械の適切な整備及び管理並びに作業安全に努める。    

 具体的な事項    実施した 

／努めた   

左記 

非該当   

・「環境配慮のチェック・要件化（みどりチェック）チェッ 

クシート解説書  －民間事業者・自治体等編－」にある記載内 

容を了知し、関係する事項について取り組むよう努める。    

 

☐ 

 

☐ 

・事業者として独自の環境方針やビジョンなどの策定して 

いる、もしくは、策定を検討する。    

 

☐ 

 

☐ 

・従業員等向けの環境や持続性確保に係る研修などを行っ 

ている、もしくは、実施を検討する。    

 

☐ 

 

☐ 

・作業現場における、作業安全のためのルールや手順などを 

マニュアル等に整理する。また、定期的な研修などを実施す 

るように努めている。    

 

☐ 

 

☐ 

・資機材や作業機械・設備が異常な動作などを起こさない 

よう、定期的な点検や補修などに努めている。    

 

☐ 

 

☐ 

・作業現場における作業空間内の工具や資材の整理などを 

行い、安全 に作業を行えるスペースを確保する。    

 

☐ 

 

☐ 

・労災保険等の補償措置を備えるよう努めている。     

☐ 

 

☐ 

・その他

（                       ）   

      

・上記で「実施した／努めた」に一つもチェックが入らず（全て「左記非該

当」）、その他の取組も行っていない場合は、その理由 

（                              ）

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

オ 工事等を実施する場合は、生物多様性に配慮した事業実施に努める。 

具体的な事項 実施した 

／努めた 

左記 

非該当 

・近隣の生物種に影響を与えるような、水質汚濁が発生しな 

いよう努めている。 
☐ ☐ 

・近隣の生物種に影響を与えるような、大気汚染が発生しな 

いよう努めている。 
☐ ☐ 

・施工にあたり使用する機械や車両について、排気ガスの規 

制に関連する法令等に適合したものを使用する。 
☐ ☐ 

・その他

（                       ） 
  

・上記で「実施した／努めた」に一つもチェックが入らず（全て「左記非該

当」）、その他の取組も行っていない場合は、その理由 

（                                ） 

 

カ みどりの食料システム戦略の理解に努めるとともに、機械等を扱う場合 

は、機械の適切な整備及び管理並びに作業安全に努める。 

 

具体的な事項 

実施した 

／努めた 

左記 

非該当 

・「環境配慮のチェック・要件化（みどりチェック）チェッ 

クシート解説書 －民間事業者・自治体等編－」にある記載 

内容を了知し、関係する事項について取り組むよう努める。 

 ☐ 

・事業者として独自の環境方針やビジョンなどを策定してい 

る、もしくは、策定を検討する。 
☐ ☐ 

・従業員等向けの環境や持続性確保に係る研修などを行って 

いる、もしくは、実施を検討する。 
☐ ☐ 

・作業現場における、作業安全のためのルールや手順などを 

マニュアル等に整理する。また、定期的な研修などを実施す 

るように努めている。 

☐ ☐ 

・資機材や作業機械・設備が異常な動作などを起こさないよ 

う、定期的な点検や補修などに努めている。 
☐ ☐ 

・作業現場における作業空間内の工具や資材の整理などを行 

い、安全に作業を行えるスペースを確保する。 
☐ ☐ 

・労災保険等の補償措置を備えるよう努めている。 ☐ ☐ 

・その他

（                       ） 
  

・上記で「実施した／努めた」に一つもチェックが入らず（全て「左記非該

当」）、その他の取組も行っていない場合は、その理由 

（                              ） 

 

 


